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神
田
神
保
町
。
古
本
屋
と
学
生
の
街
。
交
差

点
の
ビ
ル
の
最
上
階
に
岩
波
ホ
ー
ル
が
あ
る
。

多
目
的
用
に
作
ら
れ
た
劇
場
を
映
画
専
用
と
し

た
の
が
高た

か

野の

悦え
つ

子こ

。
元
々
映
画
監
督
を
志
し
、

パ
リ
高
等
映
画
学
院
に
留
学
し
た
。
オ
ー
ナ
ー

は
義
理
の
兄
の
岩い

わ

波な
み

雄ゆ
う

二じ

郎ろ
う

。〝
金
の
こ
と
は
心

配
す
る
な
。
自
由
に
や
っ
て
い
い
〟。

　
１
９
７
４
年
。
高
野
は
こ
こ
を
拠
点
に
「
世

界
の
埋
も
れ
た
名
画
を
観
て
も
ら
お
う
」
と
エ

キ
プ
・
ド
・
シ
ネ
マ
（
映
画
の
仲
間
）
運
動
を

始
め
た
。
そ
れ
ま
で
は
娯
楽
大
作
を
大
劇
場
で

公
開
す
る
の
が
一
般
的
。
メ
ジ
ャ
ー
な
映
画
で

は
な
く
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
良
質
な
も
の

を
。
欧
米
の
作
品
で
も
大
手
会
社
が
取
り
上
げ

な
い
名
作
を
上
映
し
た
。
世
界
中
の
作
品
か
ら

選
ぶ
の
は
苦
し
く
も
心
弾
む
作
業
だ
っ
た
。

　
ヒ
ッ
ト
す
る
か
ど
う
か
よ
り
質
の
高
い
作
品

を
。
誤
解
や
偏
見
は
対
立
を
生
む
。
映
画
を
通

し
知
ら
れ
ざ
る
国
の
真
の
姿
を
伝
え
た
い
。
会

員
の
割
引
制
度
を
設
け
、
機
知
に
富
ん
だ
宣

伝
を
行
う
。
難
解
な
作
品
に
も
若
者
は
集
ま
る
。

『
家
族
の
肖
像
』『
大
理
石
の
男
』『
旅
芸
人
の
記

録
』『
８
月
の
鯨
』
等
は
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

　
岩
波
ホ
ー
ル
は
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
の
先
駆
け
に

な
っ
た
。
昼
食
を
は
さ
ん
で
観
る
長
編
や
31
週

連
続
上
映
の
作
品
も
あ
っ
た
。
小
劇
場
で
の

ア
ー
ト
系
映
画
が
、
商
業
的
に
も
成
立
す
る
こ

と
を
示
し
た
。
80
年
代
次
々
に
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

が
誕
生
し
た
。
東
京
は
、
パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
匹
敵
す
る
映
画
都
市
に
な
っ
た
。

　
飯
田
橋
の
佳か

作さ
く

座ざ

。
銀
座
の
並な

み

木き

座ざ

。
池
袋

の
文ぶ

ん

芸げ
い

坐ざ

。
学
生
運
動
の
真
っ
只
中
。
休
講
を

幸
い
に
名
画
座
に
通
っ
た
。
高た

か

倉く
ら

健け
ん

の
任に

ん

侠き
ょ
う

も
の
。
妖
精
、
ド
ヌ
ー
ヴ
の
『
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル

の
雨
傘
』。
二
人
組
の
強
盗
の
逃
避
行
を
描
い

た『
明
日
に
向
か
っ
て
撃
て
！
』。
密
輸
で
儲も

う

け

た
若
者
が
ハ
ー
レ
ー
で
大
陸
を
放
浪
す
る
中
で
、

ア
メ
リ
カ
の
現
実
を
知
る
『
イ
ー
ジ
ー
・
ラ
イ

ダ
ー
』。
吹
き
荒
れ
る
学
園
紛
争
を
背
景
に
男

女
の
恋
愛
を
描
く
『
い
ち
ご
白
書
』。

　

ロ
シ
ア
革
命
に
翻
弄
さ
れ
る
医
師
の
愛
と

波
乱
の
人
生
を
描
く
『
ド
ク
ト
ル
・
ジ
バ
ゴ
』。

地
平
線
ま
で
広
が
る
ひ
ま
わ
り
畑
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
舞
台
に
戦
争
で
引
き
裂
か
れ
る
男
女
の
愛

と
別
離
を
描
く
『
ひ
ま
わ
り
』。
ソ
フ
ィ
ア
・

ロ
ー
レ
ン
の
大
き
な
目
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
涙
。

今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
悲
し
み
に
重
な
る
。

　
昭
和
43
年
12
月
10
日
。
銭
湯
の
お
姉
さ
ん
か

ら
頂
い
た
招
待
券
を
手
に
下
宿
の
伊い

藤と
う

先
輩

（
前
長
崎
市
長
）
と
新
宿
に
向
う
。
雨
に
な
り

タ
ク
シ
ー
を
拾
う
。
ラ
ジ
オ
か
ら
「
府
中
で
強

奪
事
件
発
生
」
と
流
れ
る
。
３
億
円
事
件
だ
っ

た
。
人
の
心
に
潜
む
不
条
理
を
描
く『
異
邦
人
』。

よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
歌
舞
伎
町
の

ビ
ー
ル
と
カ
ツ
カ
レ
ー
は
美
味
し
か
っ
た
。

　
地
方
か
ら
も
「
観
た
い
映
画
が
上
映
で
き
る

劇
場
を
」
の
声
が
あ
が
る
。
１
９
８
４
年
、
山

形
市
に
日
本
初
の
会
員
出
資
に
よ
る
独
立
系
映

画
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
で
き
た
。
３
年
後
福
島
市

に
も
オ
ー
プ
ン
。
大
き
な
ホ
ー
ル
で
人
気
映
画

を
、
小
ホ
ー
ル
で
ア
ー
ト
系
を
上
映
す
る
。
す

ぐ
に
私
は
会
員
と
な
り
、
映
画
の
世
界
に
浸
っ

た
。
一
時
近
く
に
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が

で
き
、
存
続
を
心
配
さ
れ
た
が
、
経
営
者
の
創

意
と
市
民
の
熱
い
支
援
で
乗
り
越
え
た
。

　
時
代
は
変
わ
る
。
岩
波
ホ
ー
ル
の
入
場
者
は

減
っ
て
く
る
。
会
員
の
高
齢
化
。
シ
ネ
コ
ン
の

普
及
。
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
等
の
動
画
配
信
の

拡
大
。
話
題
性
の
高
い
映
画
以
外
は
映
画
館
に

足
を
運
ば
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
が
追

い
打
ち
を
か
け
た
。
ほ
ぼ
客
足
は
止
ま
っ
た
。

歴
史
あ
る
岩
波
ホ
ー
ル
は
今
月
末
で
閉
館
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
残
念
で
な
ら
な
い
。

　
情
報
技
術
の
発
達
は
、
映
画
館
を
駆
逐
し
て

い
る
。
人
々
は
教
養
と
し
て
の
映
画
か
ら
遠
ざ

か
り
つ
つ
あ
る
。
社
会
は
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

よ
り
面
白
い
も
の
を
求
め
る
風
潮
に
あ
る
。
そ

れ
は
人
間
や
地
域
、
文
化
の
多
様
性
を
失
う
こ

と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
照
明
が
消
え
る
時
の
ワ
ク
ワ
ク
感
。
暗
闇
の

中
で
共
有
す
る
沈
黙
と
感
動
。
社
会
の
役
割
や

人
間
関
係
か
ら
切
り
離
さ
れ
た〝
た
だ
の
自
分
〟

に
戻
れ
る
空
間
。
映
画
館
は
色
と
り
ど
り
の
物

語
と
の
出
会
い
の
場
で
あ
り
、
豊
潤
な
ア
ナ
ロ

グ
の
魅
力
に
溢あ

ふ

れ
て
い
る
。

「
あ
る
劇
場
の
閉
館
に
想
う
」

市長の手控え帖
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